
猫が突然おしり歩きを
始めた？その理由と対
処法を徹底解説 �

猫のおしり歩きとは何か？

猫の「お尻歩き」は、猫がお尻に違和感を感じ
ている際に見られる特徴的な行動です。この行
動には以下のような特徴があります:

後ろ足を少し浮かせ、前足だけで歩くしぐさを
する

お尻を床につけながら移動する

「猫戦車」とも呼ばれることがある

通常、お尻に何らかのトラブルがある際に見ら
れる

猫にとっては不快な状態を示すサイン

こ
の行動は、猫がお尻の違和感を解消しようと
する試みであり、単なる愛らしい仕草ではな
く、健康上の問題を示している可能性がありま
す。そのため、飼い主は「お尻歩き」を見かけ
た際には、その原因を特定し、適切な対処を行
うことが重要です。

猫がおしり歩きをする生理的な原因

猫がおしり歩きをする生理的な原因には、主に
肛門腺に関連する問題があります。以下は、猫
のおしり歩きを引き起こす主な生理的要因です:

肛門腺の問題

肛門腺に分泌物が溜まり、うまく排出されてい
ない

分泌物の粘り気が強すぎたり、水分が少なすぎ
る場合がある

通常は便と一緒に排出されるが、うまく機能し
ていないことがある

肛門嚢の炎症
肛門嚢に炎症が起きている（肛門嚢炎）

炎症により不快感やかゆみが生じる

排便の問題

便秘や軟便により、排泄時に肛門腺が十分に絞
られない

排便がうまくいかず、肛門周囲に便の一部が残
っている

体質的な要因

生まれつき肛門腺が目詰まりを起こしやすい体
質の猫がいる

常に軟便気味の猫は、肛門腺の問題を起こしや
すい

加齢や肥満の影響

高齢や肥満により、猫自身による肛門腺のケア
が困難になる

これにより肛門腺の分泌がうまくいかなくなる
ことがある

これらの生理的な原因により、猫はお尻に不快
感やかゆみを感じ、それを解消しようとしてお
しり歩きをすることがあります。継続的なおし
り歩きが見られる場合は、獣医師による診察と
適切な処置が必要です。

行動的な原因

猫のおしり歩きには、生理的な原因だけでな
く、行動的な理由も存在します。以下は、猫が
おしり歩きをする主な行動的な理由です:

不快感の解消

お尻に違和感やかゆみを感じた際、それを取り
除こうとする行動

舐めるだけでは解消できない場合に、床にこす
りつける

排泄物の除去

下痢や軟便により、肛門付近の被毛に排泄物が
付着した場合

付着した排泄物を拭き取ろうとする試み

異物の除去

飼い主の髪の毛や猫草、ひも状のものを食べた
際に、それらが便と絡まって排出されない場合

ぶら下がった状態の異物を引き離そうとする行
動

肛門腺の自己ケア

肛門腺の分泌物がうまく排出されていない際の
自己ケア行動

グルーミングだけでは対処できない場合の代替
行動

ストレス関連行動
環境の変化やストレスにより、過剰なグルーミ
ングや異常行動として現れることがある

注意喚起

お尻の違和感や不快感を飼い主に伝えようとす
る行動

これらの行動的な理由は、多くの場合、猫の健
康状態や快適さに関連しています。飼い主は、
このような行動が見られた際には、その背後に
ある原因を特定し、適切な対処を行うことが重
要です。

健康問題のサイン

猫のおしり歩きは、単なる奇妙な行動ではな
く、様々な健康問題を示唆している可能性があ
ります。以下は、おしり歩きが示す可能性のあ
る主な健康問題です:

肛門腺の問題
肛門腺の炎症や感染

肛門腺の分泌物が適切に排出されていない状態

消化器系の問題

便秘：2日間以上排便がない、コロコロした便
が少量しか出ないなど

下痢や軟便：お尻のかぶれや痛みを引き起こす
可能性がある

寄生虫感染

お腹の寄生虫が肛門まで出てくることによる不
快感

特に子猫の場合、症状が重くなる可能性がある

皮膚の問題
肛門周囲の皮膚炎

過剰なグルーミングによる皮膚のただれ

誤飲による問題
ヘアゴムや紐などの異物を誤飲し、それが肛門
から出ようとしている状態

腸の不調
腸そのものに不調が起きている可能性

こ
れらの健康問題は、単におしり歩きを観察す
るだけでなく、猫の全体的な行動や症状を注意
深く観察することで判断できる場合がありま
す。継続的なおしり歩きや他の異常な症状が見
られる場合は、獣医師による診察を受けること
が重要です。

おしり歩き対処法

猫のおしり歩きに対する基本的な対処法には、
いくつかの重要なステップがあります。以下
は、飼い主が取るべき主な対応策です:

観察と記録
おしり歩きの頻度や状況を注意深く観察する

いつ、どのような状況で起こるかを記録する

清潔の維持

猫のおしり周辺を清潔に保つ

おしり歩きの跡を適切に掃除し、臭いを除去す
る

排便の確認
猫の排便の状態（便秘や下痢）を確認する

トイレの清潔さを保ち、定期的に掃除する

食事の見直し
適切な栄養バランスの食事を与える

必要に応じて食事内容や回数を調整する

ストレス軽減

猫のストレス要因を特定し、可能な限り取り除
く

快適な環境を整える

グルーミングのサポート

定期的なブラッシングを行い、毛玉の形成を防
ぐ

必要に応じて肛門周囲の毛をトリミングする

獣医師への相談

症状が継続する場合や悪化する場合は、速やか
に獣医師に相談する

専門家による診断と適切な治療を受ける

予防策の実施

定期的な駆虫薬の投与（特に外猫の場合）

定期的な健康診断の実施

これらの対処法を適切に実施することで、多く
の場合、猫のおしり歩きの問題を改善または予
防することができます。ただし、根本的な健康
問題がある場合は、獣医師による専門的な治療
が必要となる場合があります。

おしり歩き予防法

猫のおしり歩きを予防するためには、日頃から
の適切なケアが重要です。以下は、おしり歩き
を予防するための主なケア方法です:

適切な食事管理
バランスの取れた栄養価の高い食事を与える

水分摂取を促し、便秘を予防する

定期的なグルーミング

毛玉の形成を防ぎ、自己グルーミングによる毛
の摂取を減らす

特に長毛種の猫は注意が必要

肛門周囲の清潔維持
必要に応じて肛門周囲の毛をトリミングする

排便後に肛門周囲を清潔に保つ

適度な運動の促進
腸の動きを活発にし、便秘を予防する

ストレス解消にも効果的

定期的な健康チェック

肛門腺の状態を確認し、必要に応じて獣医師に
よる絞り出しを行う

寄生虫の有無を確認し、定期的な駆虫を行う

ストレスフリーな環境づくり

安全な隠れ場所の提供

適切な遊び時間の確保

快適なトイレ環境

静かで落ち着ける空間の確保

適切な食事管理

グルーミングのサポート

環境の安定性維持

定期的な獣医師の診察

年に1-2回の健康診断を受ける

ストレス関連の健康問題を早期に発見し、対処
する

これらのケアを日常的に行うことで、多くのお
しり歩きの原因を予防し、猫の健康と快適さを
維持することができます。ただし、異常が見ら
れた場合は速やかに獣医師に相談することが重
要です。

定期的な肛門腺のチェックとケア方
法

猫の健康維持には、定期的な肛門腺のチェック
とケアが重要です。以下は、肛門腺のチェック
とケア方法についての詳細な説明です:

チェックの頻度

通常は月に1回程度のチェックが推奨される

肛門腺が詰まりやすい猫の場合、2週間に1回程
度のチェックが必要な場合もある

チェック方法

猫のしっぽを持ち上げ、肛門の4時と8時の位置
にある肛門腺を確認する

肛門腺が腫れていたり、硬くなっていないかを
触って確認する

肛門腺絞りの準備

清潔なティッシュやウェットティッシュを用意
する

可能であれば、猫を支える補助者がいると作業
がしやすい

初めての場合は、風呂場など清掃しやすい場所
で行うことを推奨

肛門腺絞りの方法

猫のしっぽを持ち上げ、肛門を露出させる

親指と人差し指で肛門の4時と8時の位置を掴
み、肛門に向かって押し上げるように絞る

茶色や緑色の分泌液が出てくるのを確認する

注意点

絞りすぎないよう注意し、猫に痛みを与えない
ようにする

肛門腺に異常がある場合や猫が痛がる場合は絞
らず、獣医師に相談する

絞り後のケア

肛門周囲を清潔に拭き取る

必要に応じて、肛門周囲をシャンプーで洗い、
乾かす

専門家への依頼

自信がない場合や、適切に絞れない場合は、獣
医師やトリマーに依頼することも可能

定期的なトリミングが必要な猫種の場合、トリ
ミング時に肛門腺絞りを依頼することもできる

定期的な肛門腺のチェックとケアを行うこと
で、多くの肛門腺関連の問題を予防し、猫の快
適な生活を維持することができます。ただし、
初めて行う場合や不安がある場合は、獣医師や
プロのアドバイスを受けることをお勧めしま
す。

寄生虫対策と予防接種

猫のおしり歩きの原因の一つである寄生虫感染
を防ぐためには、定期的な駆虫と予防接種が非
常に重要です。以下は、寄生虫駆除と予防接種
に関する重要なポイントです:

寄生虫駆除の重要性

内部寄生虫（回虫、条虫など）は腸内で増殖
し、おしり歩きの原因となる可能性がある

外部寄生虫（ノミ、ダニなど）も皮膚のかゆみ
を引き起こし、おしり歩きにつながることがあ
る


